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例　　言

１．　本書は、三重県津市安濃町浄土寺に所在する浄土寺城跡の自然災害防止事業に伴う工事立会による

埋蔵文化財調査告書である。

２．　工事立会は、三重県教育委員会が三重県農林水産部から依頼を受けて実施した。

３．　工事立会の体制は、次のとおりである。　

立会担当　三重県埋蔵文化財センター　調査研究１課　櫻井拓馬

整理担当　三重県埋蔵文化財センター　調査研究１課　穂積裕昌　角正芳浩

立会期間　令和元年 9月 13 日・25 日

立会面積　浄土寺城跡　60 ㎡

４．　工事立会に先立ち実施した地形測量調査の体制は、 次のとおりである。

調査担当　三重県埋蔵文化財センター　調査研究１課　穂積裕昌　角正芳浩　櫻井拓馬

調査期間　令和元年 9月 11 日　

５．　当報告書の作成業務は三重県埋蔵文化財センター調査研究１課が担当し、本書の執筆は、第Ⅱ・Ⅳ

章を穂積が、それ以外を角正が担当し、全体の編集は角正が行った。

６．　当発掘調査の記録は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。

凡　　例
１．　本書で使用した地図類は、国土地理院発行の１：25,000 地形図「椋本」「佐田」「津西部」「平松」、

三重県共有デジタル地図（平成 29 年測図）等を基にしている。なお、三重県共有デジタル地図は、

三重県総合事務組合管理者の承認を得て、同組合所管の 「2017 三重県共有デジタル地図  （数値地

形図 2500（道路縁 1000）」を使用している。（承認番号：令和２年４月１日付三総合地第２号）

２．　当地は平面座標系第Ⅵ系に属しており、本書での方位は座標北を使用している。

３．　標高は、東京湾平均海水面（T.P.）を基準としている。

４．　土層の色調は、日本色研事業株式会社発行の『新版標準土色帖（19 版）』による。

５．　本書で使用した「浄土寺城縄張図」は、伊藤徳也氏（三重県立北星高等学校長）に提供していただ

いた。
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Ⅰ　前　　言

１　調査に至る経過

（１）工事の概要

　浄土寺城跡は、津市安濃町を流れる安濃川とその

支流穴倉川に挟まれた独立丘陵上に立地する。（第

２図参照）。

　三重県農林水産部治山林道課では、豪雨等による

山腹の崩壊及び流失により、人家等へ土砂災害の発

生する危険性が高まった事案について、保全対象の

安全確保のための整備を行っている。

　近年、頻繁に発生する豪雨は、三重県にも大きな

被害をもたらしている。津市安濃町浄土寺字三反田

地内でも、西願寺背後の崖が崩れ、オーバーハング

するに至った。かかる状況を受け、津農林水産事務

所森林保全課では、新たな崩壊を防いで安全を確保

するため、崖面の保全対策工事を計画した。

　具体的な工事内容は、崩落してオーバーハングし

た部分をオープンカットにより除去するとともに、

崩落部の下にある建造物との間にコンクリート土留

工を施し、あわせて崩落部を含む崖面に植生マット

を敷設するものである。

（２）調査の経過

　工事箇所は周知の埋蔵文化財包蔵地である浄土寺

城跡の範囲内にあたっていたことから、平成 31 年

2 月に実施した次年度公共事業照会において、最初

の協議が行われた。そこで工事の規模と内容を勘案

した結果、工事施工時に埋蔵文化財の工事立会を実

施することで事業部局と合意し、事業箇所への重機

搬入路の位置及び方法が決定し次第、埋蔵文化財セ

ンターへ連絡をもらうこととした。

ところが、その合意を受けて令和元年８月 29 日

に埋蔵文化財センターと事業担当の津農林水産事務

所森林保全課による現地協議を実施したところ、重

機搬入路を敷設する際、進入路自体は仮設盛土によ

るものの、浄土寺城跡に伴う土塁や郭の樹木伐根に

よる改変が避けられないことが判明した。そこで、

急慮、本体工事であるコンクリート土留工と植生

マット工の部分とは別に、重機搬入路についても埋

蔵文化財対応することで事業部局と合意した。

　以上の結果を受け、工事による地下遺構への影響

を避けられない重機搬入路部分を加えた約 60 ㎡を

埋蔵文化財調査対象とし、同年 9 月 11 日に現地測

量調査、同月 13 日と 25 日に現地での工事立会によ

る対応を実施した。

２　調査の方法

（１）現地測量

　調査地はⅡ郭東側の東南隅で、南接する西願寺と

の間と、東側の堀切状の道路部分との境界に、低い

土塁状の高まりが認められた。今回、この部分に重

機搬入路が計画されたため、搬入路敷設前に当該部

分の土塁や郭の状況を記録するための事前測量調査

を実施した。

　測量調査は、重機搬入路と、本体工事を実施する

写真１　事業地の崖面崩落状況（西から） 写真２　西願寺と浄土寺城跡事業地（北東から）
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崩落部を覆う範囲を対象として、１／ 100 作図によ

る平板測量で実施した。

　そのうえで、世界測地系による国土座標の取り付

けを事業部局に依頼し、現地測量図に取り込むこと

によって、今回の対象範囲が座標上で把握できる措

置を行った。

（２）工事立会

　工事立会は、下記を目的に実施した。

①重機搬入路敷設に伴う樹木伐根。

②崖面のオーバーハング部を除去し、急傾斜を緩和

するための崖面整形時に削平される土塁状高まり

の土層確認（Ａトレンチ及びＢトレンチ）。

③コンクリート土留工施工部分の遺構・遺物の有無

確認（Ｃトレンチ及びＤトレンチ）

いずれにおいても、当初から存在した土塁状の高

まり以外に新たに確認された遺構はなく、出土遺物

もなかった。しかし、事前に実施した現況測量調査

と、土塁状の高まりの断ち割りによる断面確認など

により、浄土寺城跡の現況と改変の状況に関する若

干の知見を得た。

　なお、調査における遺構写真等は、基本的にニコ

ンＤ 3300 を用い、補助的にコンパクトデジタルカ

メラを用いて記録した。

３　文化財保護法に関する諸手続き

◯文化財保護法第 94 条に基づく三重県埋蔵文化財

保護条例第 48 条第Ⅰ項

　「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等の

発掘通知書」

　　令和元年８月 29 日付津農第 712 号

　　三重県教育委員会教育長あて三重県知事通知

第 1図　浄土寺城跡縄張図（1：1,000）
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Ⅱ　位置と環境
地でも進んでいく。

　古墳時代になると、明合台地に全長 81 ｍの造出

付大型方墳の明合古墳が築造されたのをはじめ、安

濃川左岸の舌状微高地・台地や、長谷山など西方山

系部山麓に前方後円墳を含む多くの古墳群が形成さ

れる。また、安濃川右岸域も含め初期須恵器や韓式

系土器が出土する集落が点在するなど当地の開発に

は一定の渡来系集団も関与したようだ。

　古代に入ると、浄土寺南・米買遺跡で緑釉陶器や

円面硯をもつ有力な古代集落が出現する。また、近

傍の三反田遺跡（37）では、かつて均整唐草文軒平瓦

や八葉複弁蓮華文軒丸瓦などが採集されており、浄

土寺集落を含む一帯が古代安濃郡の中心域のひとつ

であったようだ。10 世紀後半以降になると、当地

は伊勢神宮領で、東大寺領なども含まれていた。

　南北朝以降、安濃郡は現在の津市美里町北長野の

長野城氏跡（57）に拠った長野氏の支配となる。長野

氏は、津市安濃町の安濃城跡（63）や草生城跡（52）、

同美里町の家所城跡（58）、同芸濃町の雲林院城跡

（42）など大型の支城に一族衆や有力被官を配して領

域支配を推し進めた。さらにその下位には、それぞ

れの在地支配の拠点となる小規模な城館があり、浄

土寺城跡近傍の連部城跡（60）や今徳城跡（61）、藤ヶ

森城跡（62）、前田城跡（53）などがこれにあたるとみ

られる。安濃郡のなかでは、非常に狭い範囲に城館

が密集している例といえ、そのあり方は伊賀に近い。

ただし、浄土寺城跡に関しては、江戸時代成立の『勢

陽五鈴遺響』では、「天正十二年豊臣秀吉織田上野

介信包ニ領属セシメ其臣守岡金助ヲシテ守ラシム處

ナリ」とあるなど、在地勢力ではない織豊権力によ

る関与を伝える。

【註】

①鈴木敏雄 1930『三重県安濃郡村主村考古誌考』私家版

【参考文献】

・安濃町 1994『安濃町史』資料編、1999 同通史編

１　地理的環境

浄土寺城跡（１）は、三重県津市安濃町浄土寺字三

反田に所在する中世城館跡で、標高 676 ｍの錫杖ヶ

岳南麓に源を発して標高 819 ｍの経ヶ峰を回り込む

ように流れる二級河川・安濃川と、安濃川に注ぐ支

流・穴倉川に挟まれた独立丘陵上に立地する。

　経ヶ峰から発する小河川は、北麓については滝川

など安濃川に直接合流するが、東麓から流れ出た北

大谷川や大谷川は、南麓から流れ出て途中標高 321

メートルの独立峰・長谷山北麓の峡谷を縫うように

東流してきた穴倉川に受けられる。穴倉川は、大谷

川、次いで北大谷川の水を集めた後、浄土寺城跡が

所在する浄土寺集落の西方で集落を避けるように流

れを南側に転じ、安濃川と並行しつつ流れ下った後、

津市安東町で安濃川に合流する。

　浄土寺城跡が所在する浄土寺集落は、穴倉川と安

濃川に挟まれた舌状の微高地に乗っており、この微

高地は浄土寺集落だけでなく、穴倉川に合流する北

大谷川に沿って北西側へ微高地から台地（明合台地）

に移行しながら続き、最終的に経ヶ峰北麓を東北流

する滝川によって北側を画される。

２　歴史的環境

　安濃川と北大谷川・穴倉川に挟まれた細長い舌状

微高地・台地とその縁辺には、古墳時代中期初頭の

造出付大型方墳である明合古墳（66）をはじめ、縄文

時代から中世を中心とした集落や古墳群、中世城館

跡などが多数営まれる。

　まず、縄文時代は、明合台地縁辺の西相野遺跡（26）

で早期の陥し穴や土坑がある。中期末までの確認例

は少ないが、後期に入ると竪穴住居２棟が確認され

たゆふけ遺跡（36）など穴倉川流域の微高地でも遺

構・遺物が確認されはじめ、遺跡数は増加する。

　弥生時代になると、浄土寺南・米買遺跡（38）で

中後期の遺構・遺物があるほか、浄土寺城跡の所在

地でも弥生土器の出土が報告されている①。また、

大谷川右岸の前田Ｂ遺跡（29）では後期の方形台状墓

が形成され、古墳時代へ向けた社会の階層分化が当

－3－



第２図　周辺遺跡位置図（１：75,000）　（国土地理院１：25,000「椋本」「佐田」「津西部」「平松」）
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１ 浄土寺城跡
２ 雲林院青木遺跡
３ 下川遺跡
４ 椋本南方遺跡
５ 松山遺跡
６ 大塚久保遺跡
７ 諸谷中世墓
８ 吾妻・ヲドロ遺跡
９ 出屋敷遺跡
10 柱遺跡
11 桜垣内遺跡 
12 柳垣内遺跡
13 石名田遺跡
14 小ブケ遺跡
15 宮ノ裏Ａ遺跡
16 宮ノ裏Ｂ遺跡

17 内多馬場Ａ・Ｂ遺跡
18 大城遺跡
19 辻の内遺跡
20 太田南遺跡
21 曽根北浦遺跡
22 曽根東浦遺跡
23 清水北浦遺跡
24 泉遺跡
25 中跡部遺跡
26 西相野遺跡
27 筒井東遺跡
28 清水田遺跡
29 前田Ｂ遺跡
30 掛田遺跡
31 世古遺跡
32 多倉田遺跡

33 川西塚田遺跡
34 コモラ遺跡
35 中井・藤ケ森遺跡
36 ゆふけ遺跡
37 三反田遺跡
38 浄土寺南・米買遺跡
39 井坪遺跡
40 村城山城跡
41 忍田城跡
42 雲林院城跡
43 野呂氏館跡
44 椋本城跡
45 前山城跡
46 萩野城跡
47 岡本城跡
48 城坂城跡

49 山出城跡
50 君ケ尾城跡
51 経ケ峰城跡
52 草生城跡
53 前田城跡
54 二子城跡
55 井面城跡
56 長野城跡
57 長野氏城跡
58 家所城跡
59 今峯城跡
60 連部城跡
61 今徳城跡
62 藤ケ森城跡
63 安濃城跡
64 太田城跡

65 殿村城跡
66 明合古墳
67 長谷山群集墳
68 山の下古墳群
69 大塚古墳群
70 平塚古墳群
71 日野丘1号墳
72 東谷古墳群
73 谷古墳
74 大城古墳群

（図示した遺跡は抜粋）
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Ⅲ　遺　　構
　浄土寺城は、西側に主郭とみられる四方土塁（東

側は欠損）のⅠ郭、中央にⅡ郭、東側にⅢ郭を連続

的に配し、Ⅰ郭の北西側に三角形状の小さな出丸状

の郭であるⅣ郭を付設した連郭式の城である。Ⅳ郭

は郭形状に合わせたＶ字形の土塁を廻し、特に西側

は階段状の複合土塁の形状を採る。Ⅰ郭とⅣ郭の西

側に空堀、Ⅳ郭・Ⅰ郭・Ⅲ郭の北側に帯郭、Ⅱ郭と

Ⅲ郭の間に堀切を配し、Ⅱ郭の東側と南側にも土塁

状の高まりを残す。Ⅰ郭の北側と南側には虎口があ

り、Ⅳ郭は北側虎口に対して横矢の構えをとる。南

側虎口は、後世の階段で毀損されているが、食い違

い入口となっている。また、Ⅰ郭東南部とⅡ郭西南

部はともに郭本体よりも一段低くなっており、後世

の開墾による改変が大きいが、ことによると内枡形

の名残の可能性もある。

　今回の調査区は、Ⅱ郭の東南部にあたり、南接す

る西願寺との境をなす郭の南側に、土塁状の高まり

を残す。西願寺境内地との比高は、Ｃトレンチで約

5.6 ｍ、Ｄトレンチで約 4.7 ｍである。土塁状の高

まりは、上端で 0.8 ～ 1.0 ｍ、下端で 1.2 ～ 2.0 ｍ、

高さ 0.6 ～ 0.8 ｍである。

　Ⅱ郭南側土塁の状況を観察するため設定したＡ・

Ｂトレンチは、土層観察の結果、盛土は認められ

ず、地山削り出しによる土塁状（段状）遺構である

ことが判明した。ただし、かなり削平を埋めている

ため、上部に盛土があったかどうかまではわからな

かった。Ⅱ郭を畑地として後世に利用した際、土砂

の流出防止のため、土塁の下部を一部高まりとして

残した可能性が考えられる。

　一方、Ⅱ郭南側法面から下段（西願寺が立地する

第４図　Ｃ・Ｄトレンチ土層断面図（１：80）
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第３図　土塁（Ａ・Ｂトレンチ）平面図・土層断面図（１：８0）
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１ 腐葉土

２ 10YR5/3 にぶい黄褐色砂質土（根多く全体的に撹乱される。）

３ 10YR6/4 にぶい黄橙色極細砂（地山の土壌化層）

４ 10YR7/6 明黄褐色極細砂（地山）

１ 2.5YR8/6 着入り粘質土と 2.5Y8/1 灰色粘土の互層（地山）

２ 5B6/1 青灰色粘土（グライ化した地山）

３ 10YR4/2 灰黄褐色粘質土（流出土）
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第５図　調査区位置図（１：150）
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Ⅳ　結　　語
　今回の調査は、当初、崩落してオーバーハングし

た部分をオープンカットして除去するとともに、崩

落部の下にある家屋（西願寺）との間にコンクリー

ト土留工を施し、あわせて崩落部を含む崖面に植生

マットを敷設するものであった。しかし、協議の過

程で、崩落部と家屋の間が狭隘すぎ、オープンカッ

トする重機を郭の上から稼働させざるを得ず、重機

搬入路敷設でどうしてもⅡ郭の東南部を一部削平す

ることが判明した。そのため、搬入路部も含めた事

業地の測量と工事立会を実施したものである。

　今回の調査の結果、Ｃ・Ｄトレンチは宅地部の造

成時にⅡ郭南側の法面を削って拡大した部分（＝地

山内）にあたることが判明し、残念ながらⅡ郭から

の転落遺物も確認できなかった。

　一方、Ⅱ郭南側の土塁状高まりに配したＡ・Ｂト

レンチでは、土塁状高まりが地山削り出しにより形

成されたことが判明した。畑地化による改変は当然

想定されるが、浄土寺城の縄張りをみると、

　１　Ⅰ郭北側虎口に対して横矢の構えをみえるⅣ

　　郭の存在

　２　Ⅳ郭の強固なＶ字形土塁

　３　Ⅰ区南側の食い違い入口

　４　内枡形の名残の可能性もあるⅠ郭とⅡ郭の南

　　側の状況

など、意外と手の込んだ複雑な縄張り構造を有して

いる。現況の土塁状高まりは、縄張り図をみれば明

らかなように、宅地化によるⅡ郭南側法面への侵食

はあるとはいえ、本来土塁が存在すべき位置に当

たっている。

　以上のことを重視すれば、かなりの改変はあるも

のの、現況の土塁状の高まりは、本来Ⅱ郭南側を護

るために存在した土塁の名残であり、それが畑地化

等の開墾の影響で削平を受け、畑地の土砂流失防止

程度の高まりとして残されたのではと判断される。

　つまり、浄土寺城は、自然の丘陵を巧みに利用し

て土塁等を形成し、一部は盛土ではなく削り出しに

より土塁形成を行ったとみられる。

　最後に、今後の課題を列挙し、終わりとしたい。

・浄土寺城の西側には堀があるが、南側は宅地化、

東側は宅地化と現道、北側は現道と水田化により、

堀の存在は明らかではない。今回のＣ・Ｄトレン

チは、宅地化のためⅡ郭南側法面を崩してⅡ区法

　面を侵食した部分に当たっていたため、当該部は

　堀があったとしても堀より内側の部分となる。今

　後、周辺部を改変する際には、堀の有無確認もし

　ていく必要がある。

・浄土寺城の南側で、浄土寺南・米買遺跡までの間

は、現在宅地化が進んでいるが、路地などでいく

つかの区画に分かれており、その南西隅の区画が

三反田遺跡として把握されている。安濃川北岸の

安濃城では、こうした区画毎に土塁が取り巻き、

郭として存在している。浄土寺城も、こうした構

造を有しているなら、現在宅地化されている城の

南側は、浄土寺城に付属する関連施設があった可

能性がある。

・上記１～４の特徴は、16 世紀でも後半以降に顕

著になる。築城主体が在地とするとかなり先進的

な郭構造を導入したと評価しうるが、後世の資料

ではあるが『勢陽五鈴遺響』①では織田信包の属将

による築城を伝えている。今後、かかる伝承の真

偽も含め、在地における浄土寺城が担った役割と

在地構造を考究していく必要がある。

【註】

①安岡親毅 1975『勢陽五鈴遺響』三重県郷土資料刊行会

平地）に向けて設定したＣ・Ｄトレンチでは、下段

に遺構はなく、トレンチ部の法面もⅡ郭に伴う切岸

というよりは、下段の宅地拡大のため、造成に伴っ

てⅡ郭南側を侵食し、法面を切り崩したことによる

ものと判断した。

　いずれのトレンチからも、遺物は全く出土しな

かった。

－7－



写　真　図　版



写真図版　１

浄土寺城跡遠景（北から）

浄土寺城跡遠景（南から）
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写真図版　２

土塁断割状況　Ａトレンチ（西から）

土塁抜根状況　（東から）
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写真図版　３

土塁断割状況　Ｂトレンチ（東から）

土塁撤去状況　（東から）

－11－



写真図版　４

切岸工事状況　Ｄトレンチ（東から）

切岸断割風景（南から）
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